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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ひまし油系ポリオール、ひまし油系ポリオール４０重量部に対して０．０１～０．１重量
部のアセチルアセトン、多価イソシアネート化合物を混合して得られる接着剤組成物を用
いて被着体を接着する方法であって、硬化させる際に加熱することを特徴とする複合パネ
ルを製造する際に用いる接着方法。
【請求項２】
請求項１記載の接着方法を用いて複合パネルを製造する製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は調合後のポットライフが長いため作業性に優れ、短時間で硬化可能なため生産性
に優れる接着方法に関する。
 
【背景技術】
【０００２】
　金属パネルとペーパーハニカム等を貼り合わせて複合パネルを製造する際、二液型ウレ
タン樹脂接着剤が使用されるようになっている。二液型ウレタン樹脂接着剤は硬化性に優
れるため、短時間の圧締で実用的な強度が得られるが、調合後のポットライフが短いため
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、頻繁に調合を行う必要があり、ライントラブルの発生等によってラインが停止した際に
は、調合した接着剤がライフ切れとなる等の問題があった。
【０００３】
　接着剤の反応性を低下させれば容易にポットライフを延長できるものの、同時に圧締時
間や養生時間も延長してしまうため生産性が低下する問題があり、生産性を重視した場合
はポットライフが十分ではない接着剤を使用しなければならなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
　特許文献１、２には硬化性に優れる二液型ウレタン接着剤が開示されているが、ポット
ライフの延長、あるいはポットライフと硬化性の両立については解決されていなかった。
【特許文献１】特開２００８－３０８６８７号公報
【特許文献２】特開２００６－２８２９２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明の課題は、調合後のポットライフが長いため作業性に優れ、短時間で硬化可能なた
め生産性に優れる接着方法を提供することである。
 
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、ひまし油系ポリオール、ひまし油系ポリオール４０重量部に対して０．０１～
０．１重量部のアセチルアセトン、多価イソシアネート化合物を混合して得られる接着剤
組成物を用いて被着体を接着する方法であって、硬化させる際に加熱することを特徴とす
る複合パネルを製造する際に用いる接着方法である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の接着剤組成物は調合後のポットライフが長いため、調合の頻度を減らしたり、
ラインが停止した際にも接着剤がライフ切れになりにくく、作業性を向上させることがで
きる。また、特に接着剤組成物を硬化させる際に加熱した場合、圧締時間は同じか僅かな
延長で済むため、生産性にも優れる。したがって、本発明の接着剤組成物を用いた接着方
法は、作業性及び生産性に優れた接着方法となる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の接着剤組成物における活性水素基を有する化合物は、後述する多価イソシアネ
ート化合物と反応可能な化合物であり、具体的には各種ポリオールが挙げられる。ポリオ
ールの例として、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール、ネオペンチルグリコール、１，４－ブタンジオール、１，６－
ヘキサンジオール等のジオール類、グリセリン、トリメチロールプロパン等のトリオール
類、ポリプロピレングリコール等のポリエーテルポリオール、アジピン酸、セバシン酸、
テレフタル酸等とジオール類を反応させたポリエステルポリオール、ポリカーボネートポ
リオール、ポリブタジエンポリオール、ポリイソプレンポリオールやこれらの水添物等の
ポリオレフィンポリオール、ひまし油、ひまし油系ポリオール等が挙げられる。
【０００９】
　多価イソシアネート化合物としては、２，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（
２，４’－ＭＤＩ）、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（４，４’－ＭＤＩ
）、ポリメリックジフェニルメタンジイソシアネート（c－ＭＤＩ）トリレンジイソシア
ネート、ナフタレンジイソシアネート等の芳香族多官能イソシアネート類のほか、ヘキサ
メチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等の脂肪族多官能イソシアネー
ト類等が挙げられる。
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【００１０】
　アセチルアセトンの配合により、活性水素基を有する化合物と多価イソシアネート化合
物の反応を遅延させ、接着剤調合後のポットライフを延長させることができる。一方、接
着剤組成物の硬化性には顕著な低下はなく、特に接着剤組成物を硬化させる際に加熱した
場合、圧締時間は同じか僅かな延長で済む。アセチルアセトンの配合量は、主剤混合物に
対して０．０１～０．１重量部とすることが好ましい。
【００１１】
　本発明の接着剤組成物には前記必須成分の他、各種材料を配合できる。具体的には、１
，８－ジアザビシクロ（５，４，０）ウンデセン－７（ＤＢＵ）や、その塩等の硬化触媒
、炭酸カルシウム、硅砂、カオリン、ゼオライト、ベントナイト、クルー、タルク、グラ
ファイト、石綿、炭素繊維、無水ケイ酸、炭酸マグネシウム、酸化チタン、シラスバルー
ン、ガラスバルーンなどの充填材、希釈剤、粘性調整剤、消泡剤、老化防止剤、脱水剤等
が挙げられる。
【００１２】
　本発明の接着剤組成物は、使用時に前記成分が混合されていればよいが、予め多価イソ
シアネート化合物以外を混合して二液型接着剤とすれば、使用時には多価イソシアネート
化合物のみを混合すればよく、使いやすい。また、本発明の接着剤組成物は化学反応硬化
型であるため、被着材に塗布して圧締すれば経時で硬化が進行するが、硬化時に加熱を行
うことによって硬化時間を短縮できる。
【００１３】
　以下、実施例、比較例に基づき本発明をより詳細に説明する。なお、配合比は全て重量
を基準とする。ただし、本発明は実施例に何ら限定されるものでない。
【実施例】
【００１４】
　ひまし油系ポリオールであるＴＬＭ（豊国製油社製、商品名）、炭酸カルシウムである
ＬＷ３５０（清水工業社製、商品名）及びＳ－２５（丸尾カルシウム社製、商品名）、ゼ
オライトであるＣＡ１１０Ｐ（日本化学工業社製、商品名）、硬化触媒であるＤＢＵ（サ
ンアプロ社製、商品名）及びＳＡ１（ＤＢＵのフェノール塩、サンアプロ社製、商品名）
、アセチルアセトンを表１記載の配合にて混合し、各主剤組成物を得た。次いで、各主剤
組成物と多価イソシアネート化合物である４４Ｖ２０（住化バイエルウレタン社製、商品
名）を、配合比が３：１となるように混合し、各接着剤組成物を得た。各接着剤組成物に
ついて、以下の方法で評価を行った。
【００１５】
ポットライフ
　予め各所定温度に調整した主剤と硬化剤を配合比が３：１となるようポリカップに計量
し、混合攪拌した。接着剤組成物を各所定温度雰囲気で静置し、全体がゲル状となるか、
部分的にゲル状物が生成するまでの時間を測定した。
セットタイム
　接着剤組成物を塗布量２００ｇ／ｍ2で鋼板に塗布した。各所定温度に設定した熱盤に
接着剤組成物を塗布した鋼板をセットし、スペーサーを用いて圧締することにより、鋼板
が熱盤に密着するようにした。接着剤組成物の状態を確認し、糸引きがなくなる時間を測
定した。
【００１６】
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【表１】

【００１７】
　各実施例においては、参考例１と同等のセットタイムを有しており、ポットライフにつ
いては参考例よりも優れている。各比較例は触媒量を減らしたものであり、ポットライフ
については参考例よりも優れていたものの、セットタイムが大幅に遅くなっているため不
適である。
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